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以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量

す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益

に
優
越
し
、
ま
た
、
事
業
計
画
も
合
理
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的

な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
３
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
道
は
、
交
通
渋
滞

が
日
常
的
に
発
生
し
て
お
り
幹
線
道
路
と
し
て
の

機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件

事
業
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
施
行
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
元
自
治
体
で
構
成
さ
れ
た
島
原
半
島

幹
線
道
路
網
建
設
促
進
期
成
会
等
か
ら
、
本
件
事

業
の
早
期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る

必
要
性
は
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合

理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収

用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
４
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
長
崎
県
雲
仙
市
役
所
及
び
諫
早
市
役
所

第
６
収
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
起
業
地
長
崎

県
諫
早
市
森
山
町
田
尻
字
仕
築
及
び
字
東
九
平
次
地

内

質
問
書
提
出

五
月
十
八
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
係
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
浅
野
貴
博
提
出
）

青
森
・
岩
手
県
境
の
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
問
題
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

議
事
日
程

五
月
十
九
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
十
五
号

平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

非
訟
事
件
手
続
法
案
（
内
閣
提
出
、
参
議
院
送

付
）

第
二

家
事
事
件
手
続
法
案
（
内
閣
提
出
、
参
議
院
送

付
）

第
三

非
訟
事
件
手
続
法
及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
、
参
議
院
送
付
）

参

議

院

議
案
付
託

五
月
十
八
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

図
書
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
大
韓
民
国
政
府
と
の
間

の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
第
百

七
十
六
回
国
会
閣
条
第
五
号
）

外
交
防
衛
委
員
会
に
付
託

議
決
通
知

五
月
十
八
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
可
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

報
告
書
提
出

五
月
十
八
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
六
八
号
）
審
査
報
告
書

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

五
月
十
八
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
衆

議
院
に
通
知
し
た
。

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

参
議
院
憲
法
審
査
会
規
程

五
月
十
八
日
本
院
は
次
の
と
お
り
参
議
院
憲
法
審
査
会

規
程
を
制
定
し
た
。

参
議
院
憲
法
審
査
会
規
程

（
設
置
の
趣
旨
）

第
一
条

憲
法
審
査
会
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
日
本
国
憲

法
に
密
接
に
関
連
す
る
基
本
法
制
に
つ
い
て
広
範
か
つ

総
合
的
に
調
査
を
行
い
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
案
の
原

案
（
以
下
「
憲
法
改
正
原
案
」
と
い
う
。）、
日
本
国
憲

法
に
係
る
改
正
の
発
議
又
は
国
民
投
票
に
関
す
る
法
律

案
等
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
員
数
）

第
二
条

憲
法
審
査
会
は
、
四
十
五
人
の
委
員
で
組
織
す

る
。

（
委
員
）

第
三
条

委
員
は
、
会
期
の
始
め
に
議
院
に
お
い
て
選
任

し
、
議
員
の
任
期
中
そ
の
任
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

２

委
員
は
、
各
会
派
の
所
属
議
員
数
の
比
率
に
よ
り
、

こ
れ
を
各
会
派
に
割
り
当
て
選
任
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
が
選
任
さ
れ
た
後
、
各
会

派
の
所
属
議
員
数
に
異
動
が
あ
っ
た
た
め
、
委
員
の
各

会
派
割
当
数
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
議
長

は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
院
運
営
委
員

会
の
議
を
経
て
委
員
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

参
議
院
規
則
第
三
十
条
の
規
定
は
、
委
員
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
会
長
）

第
四
条

憲
法
審
査
会
の
会
長
は
、
憲
法
審
査
会
に
お
い

て
委
員
が
互
選
す
る
。

２

参
議
院
規
則
第
八
十
条
の
規
定
は
、
会
長
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
五
条

会
長
は
、
憲
法
審
査
会
の
議
事
を
整
理
し
、
秩

序
を
保
持
し
、
及
び
憲
法
審
査
会
を
代
表
す
る
。

（
幹
事
）

第
六
条

憲
法
審
査
会
に
数
人
の
幹
事
を
置
く
。

２

会
長
は
、
憲
法
審
査
会
の
運
営
に
関
し
協
議
す
る
た

め
、
幹
事
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

参
議
院
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

の
規
定
は
、
幹
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
小
委
員
会
）

第
七
条

憲
法
審
査
会
は
、
小
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
開
会
）

第
八
条

憲
法
審
査
会
は
、
会
期
中
で
あ
る
と
閉
会
中
で

あ
る
と
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
開
会
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
九
条

会
長
は
、
憲
法
審
査
会
の
開
会
の
日
時
を
定
め

る
。

２

参
議
院
規
則
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
憲
法
審

査
会
の
開
会
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
憲
法

審
査
会
の
開
会
、休
憩
又
は
散
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
定
足
数
）

第
十
条

憲
法
審
査
会
は
、
委
員
の
半
数
以
上
の
出
席
が

な
け
れ
ば
、
議
事
を
開
き
、
及
び
議
決
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
表
決
）

第
十
一
条

憲
法
審
査
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半

数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
委
員
の
発
言
）

第
十
二
条

委
員
は
、
議
題
に
つ
い
て
、自
由
に
質
疑
し
、

及
び
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
で
な
い
議
員
の
意
見
聴
取
）

第
十
三
条

憲
法
審
査
会
は
、
委
員
で
な
い
議
員
か
ら
意

見
を
聴
き
、
又
は
そ
の
発
言
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
委
員
の
派
遣
）

第
十
四
条

憲
法
審
査
会
は
、
議
長
の
承
認
を
得
て
、
審

査
又
は
調
査
の
た
め
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

参
議
院
規
則
第
百
八
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、

委
員
の
派
遣
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
務
大
臣
等
の
出
席
及
び
説
明
）

第
十
五
条

憲
法
審
査
会
は
、
審
査
又
は
調
査
の
た
め
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
を
経
由
し
て
、
国
務
大
臣
、

最
高
裁
判
所
長
官
及
び
会
計
検
査
院
長
の
出
席
及
び
説

明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
又
は
記
録
の
提
出
）

第
十
六
条

憲
法
審
査
会
は
、
審
査
又
は
調
査
の
た
め
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
を
経
由
し
て
、
内
閣
、
官
公

署
そ
の
他
に
対
し
、
必
要
な
報
告
又
は
記
録
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

五
月
十
八
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を

奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

議
案
提
出

五
月
十
八
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
復
興
再
生
基
本
法
案
（
石
破
茂
外
四
名

提
出
）

議
案
通
知
書
受
領

五
月
十
八
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内

閣
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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